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り
、
計
百
点
に
及
ん
だ
。
そ
の
中
に
は
新
資
料
も
並
び
、
多
く
の
方
々
の
展
示
資
料
は
、
特
に
平
安
朝
を
中
心
と
す
る
物
語
文
学
に
焦
点
を
し
ぽ
た
っ
て
、
平
成
元
年
六
月
二
日
か
ら
九
日
に
か
け
て
、
「
王
朝
物
語
資
料
特
別
展
」
が
、
早
稲
田
大
学
大
隈
記
念
室
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
六
月
一
―
―
日
（
土
）
•
四
日
（
日
）
に
大
隈
講
堂
で
行
わ
れ
た
中
古
文
学
会
春
季
全
国
大
会
を
記
念
し
て
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
と
中
古
文
学
会
の
共
催
で
企
画
・
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
両
日
を
含
む
前
後
八
日
間
に
わ
一
般
の
学
内
展
と
し
て
も
ま
た
盛
大
に
催
さ
れ
た
。
関
心
を
集
め
て
い
た
よ
う
で
、
最
近
行
わ
れ
た
中
古
文
学
会
で
の
資
料
展
の
中
で
も
画
期
的
で
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
奈
良
絵
(-) 
「
王
朝
物
語
資
料
特
別
展
」
本
、
絵
巻
類
な
ど
の
絵
を
中
心
と
す
る
資
料
も
多
く
、
中
古
文
学
専
攻
者
以
外
に
と
っ
て
も
十
分
見
応
え
が
あ
り
、
千
八
百
人
も
の
方
々
が
会
場
に
訪
れ
、
学
内
展
と
し
て
も
大
成
功
に
終
わ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
出
陳
さ
れ
た
資
料
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
と
教
育
学
部
中
野
幸
一
教
授
蔵
の
も
の
。
前
期
物
語
で
は
、
竹
取
物
語
、
宇
津
保
物
語
、
落
窪
物
語
、
歌
物
語
の
伊
勢
物
語
、
大
和
物
語
。
特
に
宇
津
保
物
語
に
関
す
る
資
料
は
、
室
町
期
の
写
本
、
古
活
字
本
、
奈
良
絵
本
、
絵
巻
、
改
作
本
等
を
含
め
八
点
に
及
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
、
改
作
本
と
は
、
俊
蔭
巻
の
略
本
、。し
以
下
、
出
陳
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
ふ
れ
、
展
覧
会
の
報
告
に
か
え
た
に
つ
い
て
（二）
小
山
清
文
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「
王
朝
物
語
資
料
特
別
展
」
に
つ
い
て
期
写
、
掛
幅
）
、
源
氏
物
語
絵
詞
は
、
中
院
通
勝
に
よ
る
詞
書
の
み
残
存
二
十
が
で
き
る
好
機
会
で
あ
っ
た
。
野
先
生
編
、
早
大
出
版
部
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
を
直
接
見
る
こ
と
展
示
会
場
を
順
路
通
り
に
進
む
と
ま
ず
は
華
や
か
な
奈
良
絵
本
や
絵
巻
し
の
ぴ
源
氏
物
語
に
関
す
る
資
料
は
、
三
条
西
実
枝
筆
五
十
四
帖
の
他
に
、
多
写
本
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
で
、
中
野
先
生
著
『
う
つ
ほ
物
語
の
研
究
』
（
武
蔵
野
書
院
、
昭
和
五
十
「
と
し
か
げ
物
語
」
と
い
う
外
題
を
も
つ
も
の
（
列
帖
装
半
紙
本
一
冊
）
六
年
）
に
新
資
料
と
し
て
そ
の
全
文
が
影
印
・
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
書
の
書
写
年
代
は
江
戸
初
期
。
こ
の
他
に
は
「
と
し
か
げ
物
語
」
と
題
す
る
く
の
古
注
釈
類
、
更
に
近
世
に
至
る
享
受
資
料
ま
で
含
め
る
と
半
数
以
上
の
約
六
十
点
を
占
め
た
。
後
期
物
語
も
、
語
、
と
り
か
へ
ば
や
物
語
、
類
の
陳
列
棚
と
な
る
。
図
）
、
源
氏
物
語
関
係
は
、
画
、
烏
丸
光
雄
詞
書
、
住
吉
物
語
、
ね
、
な
ど
と
多
数
で
あ
っ
た
。
奈
良
絵
本
は
、
竹
取
物
語
二
種
、
一巻）、
狭
衣
物
語
、
浜
松
中
納
言
物
松
蔭
中
納
言
物
語
、伊
勢
物
語
一
種
、
宇
津
保
物
語
三
種
、
住
吉
物
語
一
―
一
種
で
、
『
奈
良
絵
本
絵
巻
集
』
（
中
絵
巻
類
で
は
、
う
つ
ほ
物
語
絵
巻
（
江
戸
初
期
写
、
三
巻
、
若
菜
巻
絵
巻
（
江
戸
初
期
写
、
土
佐
光
成
白
描
の
野
分
巻
の
絵
巻
断
簡
（
室
町
末
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源氏物語三条西実枝箪
海
抄
」
「
仙
源
抄
」
「
花
鳥
余
情
」
「
源
語
秘
訣
」
「
源
氏
小
鏡
」
「
源
概
抄
」
た
。
主
な
る
も
の
を
列
挙
す
る
と
、
「
源
氏
釈
」
「
源
氏
物
語
系
図
」
「
河
い
て
」
を
参
照
の
こ
と
。
）
（
江
戸
初
期
写
、
絵
五
十
四
住
吉
如
慶
、
詞
五
十
四
備
前
少
将
光
政
）
や
源
氏
物
語
色
紙
画
帖
（
江
戸
中
期
写
、
絵
五
十
四
、
詞
書
五
十
四
）
な
ど
巻
（
江
戸
初
期
写
、
三
巻
、
二
十
一
図
）
、
新
資
料
と
し
て
、
「
下
燃
絵
草
子
」
（
室
町
末
期
写
、
土
佐
光
信
画
、
白
描
、
一
巻
）
や
、
「
土
佐
日
記
画
画
面
に
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
十
七
年
に
小
川
古
尋
と
い
う
人
に
よ
っ
て
模
写
さ
れ
た
新
し
い
も
の
だ
が
、
土
佐
日
記
に
関
す
る
絵
巻
の
類
の
伝
存
が
従
来
全
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
資
料
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
（
詳
し
く
は
、
『
武
蔵
野
文
学
』
第
三
十
五
集
所
載
の
「
『
土
佐
日
記
絵
巻
』
に
つ
展
示
会
場
奥
の
ケ
ー
ス
に
は
源
氏
物
語
の
古
注
釈
類
が
多
数
陳
列
さ
れ
た
も
の
で
、
大
部
分
は
略
画
風
の
白
描
で
、
簡
単
な
日
付
記
載
や
短
文
が
『
武
蔵
野
文
学
』
第
三
十
五
集
に
お
い
て
中
野
先
生
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
「
土
佐
日
記
画
詞
巻
」
は
、
昭
和
六
十
三
年
一
月
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
詞
巻
」
が
展
示
さ
れ
た
。
美
術
的
に
価
値
の
高
い
も
の
も
並
べ
ら
れ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
長
恨
歌
絵
し
て
い
る
も
の
（
天
正
二
十
年
、
五
巻
）
、
ま
た
、
源
氏
物
語
扇
面
画
帖
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「
王
朝
物
語
究
料
特
別
展
」
に
つ
い
て
うつほ物語絵巻 江戸初期写（中野幸一政氏）
「
一
葉
抄
」
は
、
細
川
幽
斎
筆
、
巻
子
装
一
巻
で
槙
柱
巻
の
み
、
「
源
そ
の
も
の
で
な
い
か
と
も
推
測
さ
れ
て
い
る
。
目
』
以
来
諸
書
に
伝
え
る
兼
載
の
「
源
氏
物
語
抄
（
紗
）
」
と
は
本
資
料
で
な
く
適
当
な
梗
概
化
が
な
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
。
ま
た
『
国
朝
書
歌
が
原
文
の
ま
ま
掲
出
さ
れ
て
い
る
が
、
和
歌
以
外
は
本
文
か
ら
の
抜
抄
て
和
歌
を
中
心
に
抜
き
書
き
し
た
も
の
で
あ
り
、
物
語
中
の
す
べ
て
の
和
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
書
は
裾
氏
物
語
五
十
四
帖
に
わ
た
っ
十
二
月
）
で
中
野
先
生
に
よ
っ
て
そ
の
概
略
が
紹
介
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
『
源
氏
物
語
と
平
安
文
学
第
1
集
』
（
早
大
出
版
部
、
昭
和
六
十
三
年
「
光
裾
氏
一
部
歌
井
詞
（
源
氏
大
鏡
）
」
「
浅
聞
抄
」
猪
苗
代
兼
載
筆
「
源
氏
一
部
抜
書
」
「
一
葉
抄
」
「
紫
塵
愚
抄
」
「
細
流
抄
」
「
明
星
抄
」
「
眠
江
摘
花
•
紅
葉
賀
巻
の
み
の
零
本
で
あ
り
、
勉
誠
社
文
庫
に
収
め
ら
れ
た
「
『
末
摘
花
』
断
簡
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
「
源
氏
物
語
系
図
」
は
、
江
戸
中
期
写
の
折
本
一
帖
で
、
「
巣
守
三
位
」
に
関
す
る
記
載
を
も
つ
古
系
図
本
系
の
も
の
。
猪
苗
代
兼
載
筆
の
「
源
氏
一
部
抜
書
」
は
、
列
帖
装
半
紙
本
五
冊
、
も
最
古
の
資
料
で
あ
る
。
伝
藤
原
為
家
筆
、
列
帖
装
桝
型
本
一
冊
で
、
末
「
椋
氏
釈
」
は
、
源
氏
物
語
の
最
古
の
注
釈
書
で
あ
り
、
本
展
の
中
で
入
楚
」
「
源
氏
営
鑑
抄
」
「
源
氏
抄
」
「
源
氏
物
語
詞
要
」
な
ど
。
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会
場
早
稲
田
大
学
本
部
構
内
七
号
館
二
階
会
期
平
成
元
年
六
月
ニ
ー
九
日
「
王
朝
物
語
資
料
特
別
展
」
【
記
録
】
な
お
物
語
以
外
に
も
、
江
戸
初
期
写
の
三
巻
本
枕
草
子
、
紫
式
部
集
、
）々。
氏
物
語
詞
要
」
は
故
村
井
順
博
士
旧
蔵
本
。
「
源
氏
抄
」
は
、
『
国
文
学
研
究
』
第
四
十
集
（
昭
和
四
十
四
年
八
月
）
に
、
中
野
先
生
に
よ
っ
て
紹
介
、
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
前
半
は
人
物
の
系
譜
、
後
半
は
紫
式
部
の
伝
記
、
源
氏
物
語
執
箪
の
動
機
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
大
略
七
五
調
の
律
文
で
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。
語
訳
本
、
絵
本
類
、
袖
珍
本
、
更
に
錦
絵
に
至
る
ま
で
の
近
世
の
享
受
資
料
が
約
二
十
点
ほ
ど
並
び
、
源
氏
物
語
に
関
す
る
資
料
は
多
方
面
に
わ
た
枚
続
き
の
も
の
が
五
点
（
帯
木
、
空
蝉
、
ど
が
展
示
さ
れ
、
内
容
豊
富
な
展
示
会
で
あ
っ
た
。
中
古
文
学
会
春
季
全
国
大
会
記
念
若
紫
、
明
石
、
十
時
i
十
七
時
若
菜
の
巻
江
戸
中
期
写
の
紫
式
部
日
記
、
天
文
十
年
五
条
為
学
筆
の
和
漢
朗
詠
集
な
大
隈
記
念
室
り
豊
富
で
あ
っ
た
。
錦
絵
は
、
香
蝶
楼
豊
国
（
国
貞
）
画
、
森
治
版
、
注
釈
書
類
に
つ
づ
い
て
は
、
「
十
帖
源
氏
」
「
お
さ
な
源
氏
」
な
ど
の
俗
き
よ
ふ
み
学
会
中
野
幸
一
津
本
信
博
小
山
清
文
田
村
良
平
展
覧
会
入
場
者
展
示
担
当
者
井
口
牧
二
織
田
真
努
香
長
岡
三
智
子（こ
や
ま
図
書
館
金
子
宏
二
草
地
久
美
子
文
研
後
期
課
程
）
6
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細
川
正
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一
、
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、
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語
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、
狭
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物
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